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申請範囲のうち，重大事故等時に期待している設備で重大事故等対処設備としていない設備につ

いては，重大事故等時の環境下でも健全性が確保されることを評価する。対象となる設備及び評価

内容を以下に示す。 

 

評価対象 

機器・部位 
機能 

SA 設備と 

していない理由
評価内容 

原子炉圧力容器

スカート 
支持構造物 

冷却材の流路と

ならないため。 

SA 時の圧力・温度は，DB条件（圧力 8.62 

MPa，温度：302 ℃）に包絡される。DB条

件及び外荷重（DBの死荷重+SA 時のジェ

ット荷重）で応力評価を実施する。 

原子炉圧力容器

の基礎ボルト 
支持構造物 

冷却材の流路と

ならないため。 

原子炉格納容器の雰囲気温度が DB条件

（171 ℃）を超えるため，下記温度及び

外荷重（DBの死荷重+SA 時のジェット荷

重）にて評価を実施する。 

SA（S）：200 ℃ 

SA（L）：171 ℃ 

SA（LL）：66 ℃ 

原子炉圧力容器

スタビライザ 
支持構造物 

冷却材の流路と

ならないため。 

圧力荷重及び温度荷重が作用する構造物

でないこと、及び温度条件が DB≧SA であ

るため DB時の評価に包絡されるため，評

価しない。 

原子炉格納容器

スタビライザ 
支持構造物 

冷却材の流路と

ならないため。 

圧力荷重及び温度荷重が作用する構造物

でなく、DB＜SA となる温度条件による許

容値の低下のみが影響するため，発生応

力が SA温度での許容値内に収まっている

ことを確認している。 

中性子計測 

ハウジング 
RPV バウンダリ

冷却材の流路と

ならないため。 

SA 時の圧力・温度は，DB条件（圧力 8.62 

MPa，温度：302 ℃）に包絡される。DB条

件で応力評価を実施する。 

制御棒駆動機構

ハウジング 
RPV バウンダリ

冷却材の流路と

ならないため。 

SA 時の圧力・温度は，DB条件（圧力 8.62 

MPa，温度：302 ℃）に包絡される。DB条

件及び外荷重（DBの死荷重+SA 時のジェ

ット荷重）で応力評価を実施する。 

中性子束計測 

案内管 
炉内構造物 

冷却材の流路と

ならないため。 

RPV バウンダリでないこと，及び，温度び

圧力（差圧）条件が DB≧SA であり DB時

の評価に包絡されることから，評価しな

い。 

 

以 上 


